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〒061-0293  北海道石狩郡当別町金沢1757（JR学園都市線「北海道医療大学」駅下車徒歩1分）
入試広報課   薔 0120-068-222　E-mail nyushi@hoku-iryo-u.ac.jp

北海道医療大学
Health Sciences University of Hokkaido

http：//www.hoku-iryo-u.ac.jp/

2017年度 入試日程
試験区分 出願期間 試験日 合格発表

一般後期
Ｂ入試

（歯学部のみ）
2 /28（火）～ 3 /13（月）  3 /17（金）  3 /22（水）

上記試験において
「歯学部特待奨学生」を募集します。

本学歯学部卒業までの学納金を
国公立大学と同水準とします。

 リハビリテーション科学部 心理科学部
 臨床心理学科  理学療法学科

 作業療法学科
 言語聴覚療法学科

 薬学部
 薬学科

 歯学部
 歯学科

 看護福祉学部
 看護学科
 臨床福祉学科

URL 》》 http://www.do-johodai.ac.jp/　E-mail 》》 koho@do-johodai.ac.jp

進化する北海道情報大学進化する北海道情報大学

■経営情報学部
先端経営学科
　デジタルビジネス専攻
システム情報学科
　システム情報専攻
　宇宙情報専攻

■医療情報学部
医療情報学科
メディカルヘルスケア専攻
臨床工学専攻

■情報メディア学部
情報メディア学科
メディアデザイン専攻
メディアテクノロジー専攻薔 0120-83-4411お問い合わせは

〈広報室〉

■ 〒069-8585  北海道江別市西野幌59-2 ■ 後期  3/ 3 金～3/10金

D日程  3/ 3 金～3/14火

センター試験利用入学試験出願受付

特別AO入学試験出願受付

96 . 8%
高度情報化社会にふさわしい人材の
育成と万全の就職サポートで、あなた
の将来を力強くバックアップします。

高い就職実績
平成28年3月の卒業生

過去5年間の平均就職率94％以上

東北文教大学 入試広報課
〒990-2316 山形市片谷地515
TEL  023-688-2296　 FAX  023-688-9125
E-mail  GO@t-bunkyo.ac.jp

お問い
合わせ

東 北 文 教 大 学

http://www.t-bunkyo.ac.jp/

大　　学
人間科学部
■子ども教育学科

短期大学部
■総合文化学科
■子 ど も 学 科
■人間福祉学科

入学者選抜日程（大学・短期大学部日程共通）
入試種別 出願期間 選抜日

一般試験入試［後期］
会場：東北文教大学

2/21（火）～3 / 9（木）

3/14（火）

大学入試センター試験
利用入試［後期］

個別試験なし

http://www.koeki-u.ac.jp/

薔 0120-41-0207（入試事務室）  E-mail ao@koeki-u.ac.jp
〒998-8580 
山形県酒田市飯森山3-5-1

　文字・音声・映像を効率的に情報メディアに載せる基礎理論を
学ぶと共に、公益性の高いオープンシステムを活用し、自らもク
リエイターとして参画するための開発技術を学びます。経営コース

2017年4月、『メディア情報コース』新設！

政策コース
地域福祉コース

国際教養コース
観光・まちづくりコース
メディア情報コース NEW

出願期間▶一般（C日程）： 3/1（水）～15（水）・センター（C日程）： 3/1（水）～21（火）＊必着

公益学部公益学科

― 交流文化系 ―

― 地域経営系 ―

お問い
合わせ

◆医療福祉学部◆◆◆◆◆◆◆
◯リハビリテーション学科
理学療法学専攻・作業療法学専攻
言語聴覚学専攻・視覚機能学専攻

◯ 看護学科
◯ 保健福祉学科
保健福祉専攻・生活福祉専攻

◆総合政策学部◆◆◆◆◆◆◆
◯ 総合政策学科

◆科学技術学部◆◆◆◆◆◆◆
◯ 知能情報システム学科
◯ 建築環境学科
◯ 臨床工学科

看護・リハビリ・ビジネス・情報・建築・環境の「実学」を学ぶ―

〒981-8551 仙台市青葉区国見6-45-1
薔 0120-556-923
http://www.tbgu.ac.jp

東北文化学園大学

平成29年度 入学試験日程

入試区分 出願期間 試験日 合格発表

自己推薦
入試

3/ 8 （水）

～

3/15（水）
3/22（水） 3/23（木）

＊ 理学療法学専攻、作業療法学専攻、看護学科、臨
床工学科をのぞく

求む！
情報

大
学
新
聞
社

 〒169-0073 東京都新宿区百人町2-17-24
 TEL：03-5925-1668　FAX：03-5925-1669
E-mail  info@daigakushinbun.com

＊ご意見・ご感想も
お待ちしています。

ご連絡は
右記まで

ニュース・イベント・告知したいことなどが
ありましたら情報を本紙までお寄せください

大
好
き
な「
稚
内
」に

還
元
し
た
い

稚
内
北
星
学
園
大
学

　高
校
生
の
時
に
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
市
役
所
に
訪
問
し
た

こ
と
が
契
機
で
、「
地
元
の
人

に
何
か
を
還
元
で
き
る
人
材
に

な
り
た
い
」
と
、
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
夢
を
実

現
で
き
る
大
学
を
探
し
て
出
会

っ
た
の
が
、
稚
内
北
星
学
園
大

の
「
地
域
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
」

へ
の
進
学
で
す
。

　現
在
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
運
営
と

し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
来
場

者
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
か
、

苦
心
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
当
日
を
迎
え
る
と
準
備
を

進
め
て
き
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
先
日
は
「
わ
っ
か
な
い

コ
ー
ヒ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　小
樽
商
科
大
学
（
北
海
道
小
樽

市
）
の
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
開

設
し
た
子
ど
も
食
堂
「
た
る
っ
こ

食
堂
」
の
活
動
が
注
目
を
集
め
て

い
る
。

　た
る
っ
こ
食
堂
は
、
家
庭
の
事

情
等
で
食
事
時
に
ひ
と
り
に
な
り

が
ち
な
子
ど
も
に
料
理
や
居
場
所

を
提
供
す
る
目
的
で
開
設
し
た
。

同
大
1
〜
3
年
生
の
学
生
を
中
心

に
、
孤
食
や
貧
困
問
題
に
取
り
組

む
。
今
回
の
企
画
は
学
生
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
住
民
の
協
力
も
得

て
実
現
。
食
事
の
提
供
だ
け
で
は

な
く
、
学
修
支
援
や
遊
び
な
ど
を

通
し
て
、
社
会
性
や
協
調
性
を
身

に
つ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。

　開
設
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、

小
樽
商
科
大
の
「
商
大
生
が
小
樽

の
活
性
化
に
つ
い
て
本
気
で
考
え

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
マ
ジ
プ

ロ
）」。
授
業
の
一
環
で
昨
年
6
月

に
一
日
限
定
で
子
ど
も
食
堂
を
開

い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
子
ど

も
食
堂
と
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
両
面

か
ら
長
期
的
に
活
動
す
る
体
制
を

整
え
る
べ
く
、
履
修
後
も
継
続
し

て
活
動
を
続
け
て
い
る
。

担
当
し
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
用

の
ス
タ
ン
プ
な
ど
、
ピ
ー
ア
ー

ル
活
動
で
も
活
躍
し
て
く
れ
ま

し
た
。
私
自
身
も
創
作
活
動
が

好
き
な
の
で
、
趣
味
を
通
し

て
、
地
域
貢
献
で
き
る
こ
と
は

大
変
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　地
元
民
以
外
か
ら
見
た
ら

「
人
が
い
な
い
」
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
を
持
つ
人
も
少
な
く
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
学
自
体

も
人
数
が
多
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
こ
が
「
稚
内
」

の
魅
力
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
口
が
少
な
い
分
、
円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
地

域
全
体
で
も
て
な
し
ま
す
。

　大
学
で
は
地
域
と
連
携
し
た

多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

あ
り
、
地
域
と
関
わ
る
機
会
も

多
い
点
が
強
み
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　将
来
的
に
は
、
地
元
に
「
教

育
」
を
還
元
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
、
社
会
教
育
主
事

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

形
で
あ
れ
「
地
元
・
地
域
に
何

か
を
還
元
で
き
る
職
」
に
就
き

た
い
と
い
う
気
持
ち
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。
夢
の
実
現
を
目
指
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
将
来
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
を
探
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　酪
農
学
園
大
学
（
北
海
道

江
別
市
）
の
環
境
共
生
学
類

の
女
子
学
生
が
中
心
と
な

り
、
2
月
26
日
に
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「〝
仕
事
に
就
く
〞

っ
て
ど
ん
な
も
ん
？
―
国
際

環
境
活
動
・
野
生
動
物
分
野

で
活
躍
す
る
女
性
た
ち
―
」

を
開
催
し
た
。

　同
企
画
は
「
国
際
環
境
分

野
」
や
「
野
生
動
物
保
全
」

の
仕
事
に
携
わ
り
た
い
女
子

学
生
や
女
子
高
生
を
メ
イ
ン

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
分
野
に
興
味
を
持

つ
学
生
が
少
な
く
な
い
一
方

で
専
門
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
有

す
る
大
学
や
研
究
機
関
は
限

ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

ま
た
、
先
進
国
に
比
べ
て
、

女
性
の
進
出
率
は
依
然
と
し

て
低
い
。

　当
日
は
こ
れ
ら
の
分
野
に

お
い
て
現
役
で
活
躍
し
て
い

る
女
性
を
講
師
と
し
て
招

き
、
経
験
談
や
や
り
が
い
を

披
露
。
参
加
者
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。

　シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
向

け
て
主
催
者
の
学
生
た
ち

は
、
事
前
に
入
念
な
打
ち
合

わ
せ
を
重
ね
た
。
運
営
に
携

わ
っ
た
学
生
は
「
未
知
の
状

態
で
始
め
ま
し
た
が
、
周
り

の
協
力
を
得
て
、
開
催
を
成

し
遂
げ
ら
れ
、
来
場
者
の

方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま

し
た
。
講
演
の
内
容
も
自
分

た
ち
に
と
っ
て
得
る
も
の
が

多
く
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
企
画
運
営
で
き
て
本
当
に

良
か
っ
た
で
す
」
と
、
成
功

の
喜
び
を
か
み
し
め
た
。

　食
事
に
は
、
企
業
か
ら
提
供
さ

れ
た
余
っ
た
食
材
な
ど
を
利
用
し

て
い
る
た
め
、
エ
コ
に
も
つ
な
が

る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　代
表
者
の
商
学
部
の
2
年
生
・

白
戸
敬
登
さ
ん
（
青
森
県
立
弘
前

実
業
高
等
学
校
出
身
）
は
、「
た

る
っ
こ
食
堂
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
継
続
的
に

活
動
を
続
け
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
〝
居
場
所
〞
と
し
て
機
能
す

る
の
が
理
想
で
す
」
と
、
今
後
の

展
望
を
語
っ
た
。

　た
る
っ
こ
食
堂
の
開
室
時
間
は

毎
週
火
曜
日
午
後
3
〜
7
時
と
な

っ
て
い
る
。
食
事
は
大
学
生
以
上

が
5
0
0
円
、
高
校
生
以
下
は
無

料
で
楽
し
め
る
。

在学生特別インタビュー  
情報とデザインが融合した学び 北海道科学大学

未来デザイン学部 メディアデザイン学科
1年生 堀内 勇理さん

―進路選択時のお話をお聞かせください。
　ゲームが動く仕組みに興味を持つなど、幼
少の頃から情報分野に興味がありました。進
学は情報分野とは別の分野を考えていました
が再考した結果、情報分野を学びたいと決意
し、同大への進学を決めました。急な変更に
周囲からは反対意見もありましたが、いまで
は私の熱意を理解し、応援してくれています。

―大学で特に印象に残っている授業はあり
ますか？
　映像・画像編集や、コンピュータのスキル

を磨くために、オフィス
ソフトを使う授業を選択
しています。PCスキル
だけではなく、デザイン
についても理論的に学べ
る点に魅力を感じていま
す。学年が上がるとさら
に高度な勉強もできるた
め、いまから楽しみで
す。中には学外ポスター
のデザイン募集企画に申

し込み、採用された先輩もいるので、私も積
極的に挑戦していきたいと考えています。

―高校生にメッセージをお願いします。
　自分が目指す進路の下調べは必ず行ってく
ださい。悔いのない選択をすることで、進学
先でも夢に向かって頑張れます。同大はさま
ざまな分野の学生が在籍しているので、楽し
い学生生活が送れるはずですよ。興味があれ
ばぜひオープンキャンパスに来てください。

　北海道科学大学（札幌市）未来デザイン学
部メディアデザイン学科では、デザインセン
スと思考力を兼ね備えたデジタルコンテンツ
のクリエイターを育成している。今回は同学
科で学ぶ1年生の堀内勇理さん（北海道苫小
牧南高等学校出身）に、お話をうかがった。

情報メディア学科 地域デザインコース
2年生　勝又 万由子さん

2
0
1
7
」

の
運
営
に
携

わ
り
ま
し

た
。
コ
ー
ヒ

ー
販
売
は
も

ち
ろ
ん
、
イ

ベ
ン
ト
の
ゆ

る
キ
ャ
ラ
の

デ
ザ
イ
ン
も

　「地（
知
）の
拠
点
」
と
し
て
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
視

点
か
ら
地
域
と
密
接
に
連
携
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
稚
内

北
星
学
園
大
学
（
北
海
道
稚
内
市
）。
今
回
は
、
地
元
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
で
積
極
的
に
関
わ
り
、
地
域
貢
献

し
て
い
る
2
年
生
の
勝
又
万
由
子
さ
ん
（
北
海
道
稚
内
高

等
学
校
出
身
）
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

　経
済
産
業
省
が
2
0
0
6
年
、

「
職
場
や
地
域
社
会
で
多
様
な

人
々
と
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に

必
要
な
基
礎
的
な
力
」
と
し
て
、

社
会
人
基
礎
力
を
提
唱
し
た
。
2

月
20
日
、「
社
会
人
基
礎
力
育
成

グ
ラ
ン
プ
リ
全
国
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
東
北
公
益
文
科
大
学
（
山

形
県
酒
田
市
）
の
酒
田
お
も
て
な

し
隊
が
見
事
、
準
大
賞
を
受
賞
し

た
。　酒

田
お
も
て
な
し
隊
は
、
学
生

主
体
で
酒
田
の
ま
ち
を
活
気
づ
け

よ
う
と
結
成
さ
れ
た
有
志
団
体
。

「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
な
ど
を

中
心
に
、
酒
田
を
訪
れ
た
観
光
客

に
ま
ち
の
魅
力
を
ピ
ー
ア
ー
ル
す

る
べ
く
、
地
域
と
の
交
流
を
通
し

て
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

　同
大
会
で
は
、「
前
に
踏
み
出

す
力
」「
考
え
抜
く
力
」「
チ
ー
ム

で
働
く
力
」
の
三
つ
の
能
力
か
ら

構
成
さ
れ
る
社
会
人
基
礎
力
に
つ

い
て
、
大
学
生
が
ゼ
ミ
・
研
究
室

単
位
で
授
業
を
通
し
て
ど
れ
だ
け

伸
び
た
か
を
チ
ー
ム
で
発
表
し
、

そ
の
成
長
を
競
い
合
う
。

　大
会
当
日
は
、「
学
生
が
多
様

な
地
域
団
体
と
協
働
し
て
取
り
組

む
〝
酒
田
お
も
て
な
し
隊
〞
の
観

光
を
切
り
口
と
し
た
地
域
活
性

化
」
を
テ
ー
マ
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
J
R
酒
田
駅

で
の
送
迎
や
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

の
企
画
・
運
営
な
ど
を
通
し
て
感

じ
た
「
リ
ー
ダ
ー
の
孤
独
と
責
任

感
」「
知
識
・
経
験
の
差
」「
メ
ン

バ
ー
間
の
温
度
差
・
意
識
の
差
」

「
イ
ベ
ン
ト
の
重
複
」
な
ど
、
学

生
た
ち
が
活
動
の
中
で
感
じ
た
実

体
験
を
も
と
に
発
表
。

　指
導
教
員
で
あ
る
と
共
に
、
酒

田
お
も
て
な
し
隊
大
隊
長
で
あ
る

中
原
浩
子
助
教
は
「
活
動
の
中
で

の
困
難
に
対
す
る
取
り
組
み
や
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
成
長
に
つ
な
が

っ
た
点
な
ど
、
本
音
を
発
表
し
た

こ
と
が
、
他
大
学
と
の
差
別
化
に

な
り
高
評
価
に
つ
な
が
っ
た
」

と
、
分
析
し
た
。

　発
表
し
た
学
生
は
「
私
た
ち
が

先
輩
の
背
中
に
憧
れ
た
よ
う
に
、

後
輩
た
ち
に
も
こ
の
活
動
を
引
き

継
い
で
欲
し
い
。
ま
た
、
そ
の
た

め
に
手
助
け
を
し
て
い
き
た
い
」

と
、
今
後
の
活
動
に
意
欲
を
燃
や

し
た
。

　東
海
大
学
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス

（
札
幌
市
）
は
、「To-Collabo

プ
ロ
グ
ラ
ム
―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
の
推
進
に
よ
る
地
域
活
性
化

―
」
の
一
環
と
し
て
、「
大
都
市

近
郊
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
推
進
に
向
け
た
地
域
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
形
成
・
向
上
実
践
―
定
山

渓
温
泉
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
マ

ッ
プ
・
ア
イ
コ
ン
づ
く
り
―
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　「To-Collabo

プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　北
星
学
園
大
学
（
札
幌
市
）
で

は
、
2
0
0
9
年
度
よ
り
、
経
済

学
部
の
西
脇
隆
二
教
授
の
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
に
所
属
す
る
学
生
た
ち
を
主

体
と
し
て
ワ
イ
ン
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
同
ゼ
ミ
の
学
生
た

ち
は
、
2
月
1
日
、
新
千
歳
空
港

（
北
海
道
千
歳
市
）
に
お
い
て
、

と
は
、文
部
科
学
省
の
「
地
〈
知
〉

の
拠
点
（
大
学
C
O
C
）」
事
業

の
助
成
金
を
受
け
て
開
始
さ
れ

た
、
東
海
大
の
特
色
を
活
か
し
た

教
育
研
究
活
動
と
地
域
を
つ
な
ぐ

プ
ロ
グ
ラ
ム
。
平
成
26
年
度
か
ら

は
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
推
進

に
よ
る
地
域
活
性
化
」
事
業
が
採

択
さ
れ
、
四
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が

地
域
活
性
化
を
推
進
す
る
諸
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
キ
ャ
ン
パ

ス
周
辺
の
地
域
問
題
を
教
職
員
と

学
生
が
共
有
し
、
協
力
し
て
解
決

策
を
導
き
出
す
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
が
展
開
し
て
い
る
。

　北
海
道
お
よ
び
札
幌
圏
に
お
け

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
高
ま
り

を
背
景
と
し
て
、
自
治
体
・
企
業

が
積
極
的
に
外
国
人
観
光
客
の
受

け
入
れ
や
対
応
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
回
札
幌
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
、
札
幌
市
が
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
の
一
拠
点
と
し
て
位
置
づ

け
、
再
活
性
化
に
注
力
し
て
い
る

「
定
山
渓
温
泉
」
地
域
を
対
象
に

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
向
上
や
魅
力
発

信
を
目
的
と
し
た
「
地
域
散
策
マ

ッ
プ
」
お
よ
び
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ア
イ
コ
ン
（
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
）」

を
制
作
し
た
。

　制
作
に
は
平
野
庸
彦
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
お
よ
び
植
田
俊
特

任
助
教
、
さ
ら
に
は
デ
ザ
イ
ン
文

化
学
科
の
2
年
生
4
人
が
参
加
し

た
。
定
山
渓
観
光
協
会
、
旅
館
組

合
加
盟
店
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
協
力
の
も
と
、
学
生
が

実
際
に
現
地
を
何
度
も
訪
れ
、
定

山
渓
温
泉
地
域
の
調
査
、
取
材
を

行
っ
た
。
集
ま
っ
た
デ
ー
タ
を
も

と
に
マ
ッ
プ
班
・
ア
イ
コ
ン
班
に

分
か
れ
て
マ
ッ
プ
の
執
筆
や
ア
イ

コ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
。
約
9
カ

月
で
マ
ッ
プ
を
完
成
さ
せ
た
。

　「グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
イ
コ
ン
」

に
は
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
形
を
使

用
。
外
国
人
観
光
客
な
ど
国
籍
が

「
新
風
爽
快
」
の
試
飲
販
売
会
を

実
施
し
た
。

　当
日
は
、
新
風
爽
快
の
開
発
に

携
わ
っ
た
学
生
の
ほ
か
、
北
海
道

樺
戸
郡
浦
臼
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

「
臼
子
ね
ぇ
さ
ん
」
も
駆
け
つ

け
、
学
生
た
ち
と
共
に
ワ
イ
ン
の

ピ
ー
ア
ー
ル
。
試
飲
し
た
観
光
客

か
ら
は
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味
が
好

評
を
博
し
た
。

　同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
で
あ

る
佐
々
木
あ
か
ね
さ
ん
（
北
見
藤

女
子
高
等
学
校
出
身
）
は
「
私
た

ち
学
生
が
作
っ
た
ワ
イ
ン
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
嬉

し
く
感
じ
ま
す
。
こ
の
活
動
を
今

後
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
、
直
接
ピ
ー
ア
ー
ル
し
た
か
ら

こ
そ
の
喜
び
を
表
し
た
。

　今
年
度
開
発
さ
れ
た
新
風
爽
快

は
「
北
海
道
の
良
さ
の
一
つ
で
あ

る
癒
し
と
和
み
を
届
け
る
ワ
イ

ン
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
設
定
。
香

港
な
ど
の
海
外
の
ワ
イ
ン
文
化
を

取
り
入
れ
北
海
道
の
学
生
が
作
っ

た
ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
も
ら
い
、

〝
新
し
い
、
新
た
な
〞
影
響
を
与

え
る
「
新
風
」
と
、
北
海
道
の
豊

か
な
自
然
を
体
感
し
、
気
分
が
爽

快
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
「
爽

快
」
を
組
み
合
わ
せ
た
商
品
名
と

し
た
。

　ワ
イ
ン
の
種
類
は
白
と
ロ
ゼ
の

二
種
類
。
白
は
ハ
ー
ブ
の
よ
う
な

穏
や
か
な
香
り
と
さ
わ
や
か
な
風

味
で
辛
口
。
ロ
ゼ
は
フ
ル
ー
テ
ィ

ー
な
甘
口
が
特
長
だ
。
新
風
爽
快

は
白
と
ロ
ゼ
の
2
本
セ
ッ
ト
で
価

格
は
3
2
4
0
円
。
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
参
照
の
こ
と
。

異
な
る
人
々
が
ひ
と
目
見
て
、

「
お
店
が
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
の
か
」「
ど
の

よ
う
な
景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
場
所
な
の
か
」
な
ど
が
分
か

る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

　学
生
の
新
た
な
目
線
か
ら
、
実

地
調
査
を
踏
ま
え
て
見
直
す
こ
と

で
、
従
来
の
定
山
渓
温
泉
の
イ
メ

ー
ジ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
新
た
な

印
象
や
価
値
を
提
供
で
き
る
内
容

に
仕
上
げ
た
。
今
後
も
学
生
と
地

域
が
連
携
し
た
取
り
組
み
が
継
続

さ
れ
る
こ
と
で
、
観
光
地
と
し
て

の
さ
ら
な
る
魅
力
発
信
に
寄
与
し

て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

地域コミュニティ広がる
「たるっこ食堂」開設

小樽商科大学

女性の活躍応援
学生主体シンポジウム

酪農学園大学

準
大
賞
受
賞

社
会
人
育
成
グ
ラ
ン
プ
リ

東
北
公
益
文
科
大
学

観
光
客
に
ピ
ー
ア
ー
ル

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
推
進

学
生
開
発
ワ
イ
ン
試
飲
販
売

北
星
学
園
大
学

温
泉
マ
ッ
プ
・
ア
イ
コ
ン
制
作

東
海
大
学
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス

学
生
と
地
域
住
民
が
協
力
し
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
す

同
分
野
を
進
む
先
輩
の
話
に
、

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
た

受
賞
を
喜
ぶ
酒
田
お
も
て
な

し
隊
メ
ン
バ
ー

ワ
イ
ン
を
直
接
ピ
ー
ア
ー
ル
で

き
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た

地元民への聞き取り調査を行い、魅力
発信につなげた

札 

幌 

支 

局

　T
E
L 

0
1
1（
2
8
1
）1
6
4
5

　F
A
X 

0
1
1（
2
8
1
）5
7
7
0

青
森
営
業
所

　T
E
L 

0
1
7（
7
2
1
）6
6
4
1

　F
A
X 

0
1
7（
7
2
1
）6
6
4
2

仙 

台 

支 

局

　T
E
L 

0
2
2（
2
3
9
）1
6
4
2

　F
A
X 

0
2
2（
2
3
9
）1
6
4
5

北
海
道
・
東
北
版

北
海
道
・
東
北
版

（第3種郵便物認可） 12地 域平成29年（2017年） 3 月 7 日　火曜日第141号


